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第 4 章 目指す方向性と施策の展開 I 

1 第 l 節 生涯を通じた心身の健康を支える食育

高齢化の進行や単身世帯の増加などにより、家庭のかたちゃ人々の暮らし方が

多様化し、それにともない食生活もライフスタイルに応じてさまざまになってき
ました。特に、働き盛り世代を中心とした大人の食生活の乱れが指摘されており、

「大人の食育」の実現が求められています。
こうした状況の中て，，、すべての世代が健康的て望ましい食習慣を身につけるこ

とがてきるよう、ライフコースに注目したアプローチが重要てあり、各ライフス
テージにあった食育を実践することが、生涯にわたる心身の健康の維持につなが
ります。

今後は、共食の推進に加え、あらゆる世代・場面に応じた啓発活動などを通じ

て、県民の健康を支える食育を着実に推進していきます。

I. 共食を通じた望ましい食習慣の普及

〇食べることや調理の楽しみ等を体験するための幼児期を中心とした体験型の食
育の取組を支援します。 【こども未来課】

OPTA研修会や懇談会等に、「ながさきファミリープログラム」のファシリテー
ターを派遣し、共食の楽しさや生活習慣を整えることの大切さについて保護者
同士や親子て話し合う機会を提供します。 【生涯学習課】

0基本的な食習慣を形成し、豊かな生活を送ることがてきるよう、家族や友人等
と食卓を囲む機会を増やすことを推進します。 【食品安全・消費生活課】

〇保育所・幼稚園・認定こども園等の給食時間の活用、家庭への情報提供により正
しい食習慣や食事マナーの習得を促します。 【こども未来課】

2. 健康寿命の延伸を目指す啓発

〇幼児期の基本的な生活習慣や健康状態の改善等に必要な知識について、保育
所・幼稚園・認定こども園等の施設職員を対象に普及・啓発します。

【こども未来課】

〇各教科・領域や生きた教材てある学校給食など、教育活動全体を通して食ヘ
の関心を高め、地場産物等の食材や調理法等の食に関する知識や技術の習得を
促します。 【学事振興課、特別支援教育課、体育保健課】

〇食に関する指導の充実により、学校教育活動全体を通して食育の推進を図り、
望ましい食習慣について啓発します。 【義務教育課】



（再掲）

35

0学校保健委員会等と連携した取組等により、児童生徒の食習慣に関する正しい
理解や望ましい生活習慣の定着に努めるよう促します。 【体育保健課】

0高校生を対象に、家庭科の授業を通して食への関心を高め、自立に必要な食の
知識や技術を身につけるとともに、ライフステージに応じた望ましい食生活習
慣を理解し、実践する力の習得を促進します。 【高校教育課】

〇妊産婦や乳幼児の子を持つ保護者を対象に、各種教材を活用して基本的な生活
習慣や望ましい食習慣、乳幼児期の栄養等について理解を促進します。

【こども家庭課】

OPTA研修会や懇談会等に、「ながさきファミリープログラム」のファシリテー
ターを派遣し、共食の楽しさや生活習慣を整えることの大切さについて保護者
同士や親子て話し合う機会を提供します。 【生涯学習課】

0地域における講習会等を通して、幅広い世代に対する適正な塩分摂取を含めた
望ましい食習慣について理解を促進します。

【食品安全・消費生活課、国保・健康増進課】

〇望ましい食習慣について、民間企業と連携しながら働く世代に向けた広報・啓
発活動を実施するとともに、特に、食に関する課題が多い若い世代に対する取
組を促進します。 【食品安全・消費生活課、国保・健康増進課】

3. 栄養バランスのとれた食事の啓発

〇保育所・幼稚園・認定こども園等ての食事提供を通して、乳幼児期からの主食・
主菜・副菜を組み合わせた栄養バランスのとれた食生活を支援します。

【こども未来課】

0学校給食摂取基準をもとに栄養バランスに配慮した学校給食を提供するととも
に、家庭に対しても望ましい食事について啓発するよう促します。

【体育保健課】

〇幅広い世代を対象に、主食・主菜・副菜を組み合わせた食事の定着など、栄養バ
ランスのとれた食生活の普及を図ります。

【食品安全・消費生活課、国保・健康増進課】

0高齢者の孤食や栄養バランスの偏りといった課題に対応するため、市町が行う
食生活の改善・定着に向けた取り組みを支援します。

【食品安全·消費生活課】
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Topics 

ながさき健味んメニュー＆ながさき健味ん弁当のご紹介

より栄養バランスのよい食事内容となるよう、主食・主菜・副菜をそろえることなどを

盛り込んだ長崎県独自の基準を「ながさき健味んメニュー」として制定し、四季に合わせ
た家庭向けや料理初心者向けのほか、飲食店向けのレシピを作成し、公開しています。
また、中食の利用者が増加し、若い世代ほど野菜摂取量が少ない傾向にあることを踏

まえ、スーパーマーケットやコンビニエンスストア、栄養士会、大学生と連携し、ながさき
健味ん弁当（ながさき健味んメニューの基準を満たす弁当）の販売による食環境の整備

を進めています。

【肉団子の野菜甘酢あんかけ】 【油淋鶏】 【豚肉の香草パン粉焼き】
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4. 野菜摂取を心がける食事の啓発

0大学生を対象に、各大学等と連携して朝食や野菜摂取等の望ましい食習慣につ
いて啓発します。 【食品安全・消費生活課】

〇生活習慣病予防を目的とした健康づくりの啓発を通して、野菜摂取量増加を含
めた生活改善を推進します。 【国保・健康増進課】

0野菜摂取量増加に向けたレシピ集の作成や関係団体・企業と連携した普及啓発
を図ります。 【国保・健康増進課】

Topics 

長崎県の減塩・野菜摂取量の増加に向けた取組

長崎県は、令和4年に“減塩・野菜の日’'を制定し、「減塩」と「野菜摂取量の増加」に

向けた取組を推進しています。 ＊ぶ
●毎月 8 日（はちにち）は減塩・野菜の日 玄ぶ

！詈;:8畠二言gる：昔竺二l,？：ご‘で3
●ながさき健味ん（けんみん）メニュー

日々の食事内容が栄養バランスのよいものになるよう、基準を決めて飲食店での

提供や家庭での料理ができるようにレシピを作成しています。

●長崎県健康づくり応援の店

飲食店や弁当店では、野菜たっぷりメニューや適塩メニューの提供

の他、健康づくりに関する情報提供や禁煙にも取り組んでいます。

健康ながさき21 （第3次）
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Topics 

主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を啓発する取組

県では、県内4大学の学生と大学生食育向上委員会
を設置し、一緒に食育の啓発を行っています。

写真は大学生が考えた1 皿で、 1 日の 1/3の栄養が

摂れ、お腹も満たされるので朝ごはんにぴったりで

す。また、冷凍野菜や味付けに市販のめんつゆを使う

と短時間で簡単に作れ、失敗しない1 品です。
1 皿なので片付けも簡単！ ! 

夏野菜x納豆のねばねば丼

長崎県食品安全・消費生活課 Instagram 令和7年8月掲載

5. 朝食欠食の減少に向けた啓発

0長崎県食育推進ネットワーク会員と連携しながら、朝食の摂取など望ましい食
習慣について、幅広い世代の県民に向けた広報・啓発活動を実施するとともに、
食に関する課題が多い新入社員等の若い世代に対する取組の実施や、会員相互
の連携した取組を促進します。 【食品安全・消費生活課】

0県内大学と連携して朝食の摂取に向けた検討会を開催し、望ましい食習慣につ
いて啓発します。 【食品安全・消費生活課】

〇妊産婦や乳幼児の子を持つ保護者を対象に、各種教材を活用して基本的な生活
習慣や望ましい食習慣、乳幼児期の栄養等について理解を促進します。（再掲）

【こども家庭課】

OPTA研修会や懇談会等に、「ながさきファミリープログラム」のファシリテー
ターを派遣し、共食の楽しさや生活習慣を整えることの大切さについて保護者
同士や親子て話し合う機会を提供します。（再掲） 【生涯学習課】

0地域における講習会等を通して、幅広い世代に対する適正な塩分摂取を含めた
望ましい食習慣等について理解を促進します。（再掲）

【食品安全・消費生活課、国保・健康増進課】

6. 口腔機能の重要性の啓発

〇乳幼児期の健全な口腔機能の重要性について、その保護者や関係機関等を対象
に理解を促進します。 【こども未来課、国保・健康増進課】

〇歯と口の健康週間等の行事と関連させた献立やよくかむことが必要な献立を学
校給食に取り入れ、給食時間や機会をとらえてかむことの大切さについて指導
するよう促します。 【体育保健課】
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〇母子保健に携わる関係者等に対し、研修等を通して、妊娠中の食生活やむし歯
予防等の周知を図ります。 【こども家庭課】

〇子どもから成人、高齢者の口腔機能の重要性について、関係機関との連携や普
及啓発を推進します。 【国保・健康増進課】

〇介護予防事業等を通じて高齢者の栄養及び口腔機能の向上を図ります。

Topics 

朝食欠食の減少に向けた取組

大塚製薬·ファミリーマート・長崎県

連携してファミリーマート店舗で

「朝食の重要性」を啓発

貪冑を措遍する

長崎票からのご案内
^’...‘` -"‘~ ==-— 

栄養パランスの良い ←砕“
圃ごはん警貪べて、元霊こ輌生活警送らんね！

【長寿社会課】

朝食は一日のはじめの大事なスイッチ！

リズムよく生活して健やかに！

新生活が始まる時期に、朝食をとる

ことの重要性を多くの方々に知ってい

ただくことを目指し、長崎県食育推進

ネットワーク会員の大塚製薬株式会社

と株式会社ファミリーマートが長崎県

と連携して、 Fam i lyMa rt V i s i onで

「朝食の重要性」をお知らせしました。

〇令和7年4月 1 日～4月 14日

5時00分～10時59分

(1 時間に6回放映。 1 回15秒）

0長崎県内ファミリーマートの

デジタルサイネージ設置店舗約120店



《数値目標》第4章第１節 生涯を通じた心身の健康を支える食育

目標項目 基準値
（R6）

R8 R9 R10 R11 目標
(R12)

食育計画に基づいた推進体制

こども園の割合：％

がある保育所・幼保連携型認定 100 100 100 100 100 100

食育の計画を作成している幼

稚園の割合：％
83.5 85

栄養士により、食育の取組を専

門的に実施している保育所・幼

保連携型認定こども園の割

合：％

78.3 80

食育担当者を配置して食育を

推進している幼稚園の割合：％
80.0 85

小・中学生の朝食摂取率：％ 93.6 100

食育の視点を踏まえ、授業を行

っている小・中学校の割合：％
93.8 100 100 100 100 100

成人の朝食摂取率：％ 89.5 92

食育を実践している県民の割

合：％

53.7

(R7)
59.0 64.2 69.5 74.7 80

主食・主菜・副菜を組み合わせ

ほぼ毎日の人の割合：％

た食事が 1 日 2 回以上の日が 42.6 46.5 50.0 53.5 57.0 60.0

野菜摂取を心がける人の割

合：％
90.5 91 92 93 94 95

大学生の朝食摂取率：％ 73.1 80

4040

《数僅目壌》第摩章第 I 節生渥を通じた心身の燒駁を支える食育
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　近年、私たちの食卓と農業や漁業などの生産現場との距離が、物理的にも心
理的にも遠くなりつつあります。こうした中、農林漁業体験や生産者との交流
を通じて、食の背景や地域の食文化への関心を育むことは、持続可能な食への
理解を深め、農林漁業を活性化させるうえでも重要です。

林
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1 第 2 節 持続可能な食を支える食育

グヽ

また、食の安全や環境への配慮など、食をめぐる課題に対して正しい情報を
消費者に分かりやすく伝え、理解を深める「リスクコミュニケーション」の推

進も必要とされています。

さらに、限りある資源を大切にする視点から、食品ロスの削減に向けた取り
組みや、災害時に備えた食のあり方を学ぶことも欠かせません。

これら食育に関連するそれぞれの取り組みを通じて、県民一人ひとりが食の
つながりを実感し、未来につながる持続可能な食生活を築いていけるよう、食

育の推進を図っていきます。
ヽ A

I. 食品の安全に関する正しい情報の提供とリスクコミュニケーションの推進

〇消費者、食品関連事業者及び行政間の相互理解を促進するため、情報及び意見
の交換を行い、食品の安全•安心に関する情報を共有します。

【食品安全・消費生活課】

食品の安全•安心リスクコミュニケーション

〇食品の安全性に関する様々な情報を県民が入手て‘きるよう、パンフレットやホ
ームページ等を通じて情報を発信します。

【生活衛生課、食品安全・消費生活課】

2. 農 漁業体験、生産者との交流等を通じた普及

〇食事の提供や食材に関する学びを通して、食への関心と理解を深め、感謝の念
を育むための取組を支援します。 【こども未来課】

〇漁業体験や生産者との交流及び関係団体が実施する魚食講習会への支援等によ
り、本県水産物の魅力を発信します。

【漁政課、水産経営課、水産加工流通課】
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〇農業体験、酪農体験や生産者との交流等を通じ、本県農畜産物に関する情報を
広く発信します。 【農山村振興課、畜産課】

3. 食品ロス削減に向けた取組の工夫と食品廃棄物の発生抑制・リサイクル促進

0毎日の給食て‘適切な量を偏りなく食べ、食べ残しをしないよう、個に応じた給
食指導の充実を図ります。また、給食だより等て‘「食品ロス」に関する情報等を
紹介し、家庭への普及啓発を行うよう促します。 【体育保健課】

〇食品ロス削減などに取り組む NPO ・ボランティアに対して、相談・助言・情報
提供等を行います。 【県民生活環境課】

〇食品関連事業者に対して、食品ロス削減に向けた製造・販売の工程管理等の啓
発や消費者の食べ残しを減らす九州食べきり協力店事業を推進します。

【生活衛生課、資源循環推進課】

〇食品ロス削減に関する各種講習会やイベント、ポスターコンテスト等を通し消
費者の意識の醸成を図ります。

【資源循環推進課、県民生活環境課、食品安全・消費生活課】

〇賞味期限が 1 年を切った災害用備蓄食料等の有効活用を図り、食品ロス削減に取
り組みます。 【福祉保健課】

〇食品関連事業者等から発生する食品ロスの有効活用を図るため、事業者等とフ

ードバンク団体とのマッチングを支援します。 【資源循環推進課】

〇食品業者等からのエコフィード（食品残さ等飼料）発生情報を、畜産業者へ提供
し、再資源化を促進します。 【畜産課】

4. 災害時に備えた平時における食育の取組の普及

〇保育所・幼稚園・認定こども園等の災害時の食事提供の体制整備として「災害時
食事提供マニュアル」の策定を促進します。 【こども未来課】

〇食品ロス削減にも配慮した非常時にも対応て‘きる食に関する知識の普及を図り
ます。 【食品安全・消費生活課】

〇災害時に備え、各家庭て‘主食と主菜や副菜となる食料品を組み合わせて備蓄す
ることを推奨します。 【福祉保健課】

〇給食施設指導を通じ、非常食の備蓄状況の把握及び非常時用献立を含む非常災
害時食事提供マニュアルの作成に向けて支援を行います。

【国保・健康増進課】
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《数値目標》第4章第2節持続可能な食を支える食育

目標項目
基準値

R8 Rq RIO RI I 
目標

(R6) (R 12) 

21 21 21 21 21 21 
食品の安全性に関 回数：回 (R2-6 

以上 以上 以上 以上 以上
する意見交換会等 平均）

の開催 参加者の q3.8 q5 q5 q5 q5 q5 

理解度：％ (R7) 以上 以上 以上 以上 以上

県内 3 魚市場協会が実施する |,qoo 
魚食講習会の参加者数（魚食 (R5-6 |,qoo |,qoo l,qoo |,qoo |,qoo 
普及） ：人 平均）

アグリビジネス売上額（直売

所・農泊（日帰り体験を含
124.6 

136.0 140.0 144.1 148.3 152.5 

む）） ：億円
(R5) 

食品ロス問題を認知して削減 q6 q6 q6 q6 q6 

に取り組む消費者の割合： % 
q2.q 

以上 以上 以上 以上 以上

Topics 

災害時に備えた食品の家庭備蓄

過去の経験によれば、大きな
災害が発生し、物流機能が停止
した場合、災害発生からライフ

ライン復旧まて‘1 週間以上を要

するケースが多くみられます。

また、災害支援物資が3 日以上

到着しないことや、物流機能の

停止によって、 1 週間はスーパー

マーケットやコンビニなどて食

品が手に入らないことが想定さ

れます。このため、最低3 日分～

1 週間分 X 人数分の食品の家庭
備蓄が望ましいといわれていま
す。

ロl-- 、墨昂こ£皿9
9● 1 人 1 [l n ょそ 3L穫拿

(lll !l水＋躙 "Ill ＊）

om. 冗T9,.9
・たまねさ．じ＊tfいも斧

¢出置必凰．99 臼2'9 

,dLgaZ置』昆9

鴫鴨幽＂
憑 9 J.. 9 』口およそ6本程皐

C--Jｻ 
•そう，，ん2田300gtA)
・バスク2 1.'1 (600g/袋）

4 ヽロnn'19
·LL牛乳
・シリア,.など

-C 
·6讐塩しょ 9た．めんつゆ囀

―ZZ喜，塁F』
チョコレートやビスケット

などの重子煩も大事！

あなたの食生活別選び方の＼_,
．讐段料頂をする ► 常編菜・乾物がおすすめ：梅干し、缶詰、切り干し大根など

・中貪が多い ► 必需品＋撞霙儡蓄食品 ．レトルト食品、フリーズドライ食品など

．讐段料環をしない ► 必需品＋好きなもの ：カップラーメン、菓子類非常食など．

出典：農林水産省災害時に備えた食品ストックガイド
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1 第 3 節 長崎県の特色ある食文化の継承～郷土料理や地産地消への関心～

長崎県は、海と山に囲まれた豊かな自然環境に恵まれ、多様な水産物や農産
物が育まれています。特に、離島という地形を活かした漁業によって得られる

新鮮な魚介類や、地域ごとの気候や風土に根ざした農産物は、長崎ならてはの
食の魅力を形づくっています。こうした食材を活かした郷土料理や食文化は、

地域の暮らしに深く根ざした大切な財産です。
これらの豊かな食の恵みを次の世代へしつかりと伝えていくことは、地域へ

の誇りや愛着を育み、持続可能な食のあり方を考えるうえて‘も重要な取り組み

てす。
学校、地域、そしてイベント等を活用した地産地消の推進て，，、長崎県の特色

ある食文化の継承に取り組んていきます。

I. 学校ての教科や給食を通じた普及

0関係団体と連携し、魚食講習会等を通して県産魚の利用・普及を推進します。
【水産加工流通課】

0教科等や給食の時間における食に関する指導を通して、郷土料理や地産地消ヘ
の関心を高めます。 【義務教育課】

0学校給食に地場産物を使用し、新鮮な食材の確保や、郷土料理のメニューを取
り入れながら、児童生徒の郷土に対する愛着や理解を深めます。

【体育保健課】

2. 地域における伝承や体験を通じた普及

0市町や関係団体等と連携し、食育ボランティアの活動等を通じて、県産食品や
郷土料理を普及します。 【食品安全・消費生活課】

0地域において調理教室などを行い、食文化の継承や県民の健康づくりの活動

をしている団体等を支援します。 【国保・健康増進課、食品安全・消費生活課】

3. イベント等を通じた県産食品や郷土料理の普及

〇生産者と消費者が交流する各種イベントや飲食店に対する取組等を通して、県
産食品の PR や利用を促進します。 【物産ブランド推進課】

〇県産品愛用推進協力店等と連携し、農林水産物等の県産食品や郷土料理の普及
啓発に努めます。

【物産ブランド推進課、水産加工流通課、農山村振興課】



（再掲）

（再掲）
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0関係機関と連携し、各種イベントを通して、長崎の農林水産物の PR、生産者と
消費者との交流などを行い、地産地消や県産品愛用の促進を図ります

【水産加工流通課、農山村振興課、農産加工流通課、麻政課】

0関係団体等が主催するイベントや体験活動、研修会等を活用して、農林水産物
や郷土料理についての情報提供を行います。

【水産加工流通課、農山村振興課】

4. 共食や調理実習等を通じた普及

〇食べることや調理の楽しみ等を体験するための幼児期を中心とした体験型の食
育の取組を支援します。 【こども未来課】

OPTA研修会や懇談会等に、「ながさきファミリープログラム」のファシリテー
ターを派遣し、共食の楽しさや生活習慣を整えることの大切さについて保護者
同士や親子て話し合う機会を提供します。 【生涯学習課】

0基本的な食習慣を形成し、豊かな生活を送ることがてきるよう、家族や友人等
と食卓を囲む機会を増やすことを推進します。 【食品安全・消費生活課】

《数値目標》第4章第3節長崎県の特色ある食文化の継承

基準値
RI I 

目標
目標項目 R8 Rq RIO 

(R 12) (R6) 

学校給食における「地場産物使
74 74 74 74 74 

用推進週間」の県産品使用割 74 
以上 以上 以上 以上 以上

合（重量比）：％
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ながさきの味～伝えたい、広めたい、郷土の食～

| 長崎県全域・郷土料理

具雑煮／島原具雑煮

島原を代表する郷土料理の
ひとつ。全国的にも珍しい土
鍋でつくる具だくさんの雑煮
として知られ、島原を訪れる
観光客も多くいる（島原半島）

浦上ソボロ

浦上地区でキリスト教を布教
していた宣教師が、信徒たち
に「健康にいい食べ物」として
豚肉を食べさせようと作られ
たのがはじまり（浦上地区）

にごみ

具材のひとつとして薄皮つきの
ゆで落花生を入れるのが特徴の
煮込みで、江戸時代に大村市一
帯のもてなし料理として作られ
ています。（大村市・東彼杵町）

大村寿司／大村寿し

地元では「勝ち戦の祝いの
寿司＝大村寿司」となり、
いまでもお祝い事に欠かせ
ない押し寿司料理として重
宝されている。 （大村市）

皿うどん

当初は、ちゃんぽんと同じ太い
麺を使った焼きちゃんぽんで、
細いパリパリ類に五目あんか
けをかけるものを「細麺1II1 うど
ん」と区別している。（長崎県）

ちゃんぽん

鍋で野菜や肉の切れ端などを
炒め、そこに中華麺を入れて
濃いめのスープで煮こんだボ
リュームたっぷりの料理を作っ
たのがはじまり。（長崎県）

いぎりす
材料や作り方は若干異なる
ものの、愛媛県今治地方に
伝わるイギス藻を使った料理
「いぎす豆腐」がルーツだと
いわれている。 （島原半島）

ヒカド

ポルトガル人の宜教師や貿易
に携わっていた人たちは牛肉
や豚肉を使ったシチューを食
べていた。「ヒカド」は、それが
起源といわれている（長崎市）

鶏飯

正月や盆のときに男衆が自
宅で育てた鶏をさばいて作
るのが習わしで、いまも基
本的に男性が作るものとさ
れている。 （諫早地区）

ぬっぺ

類する料理は日本各地に存
在。さといもを中心とした根菜
類を小さく切って煮ることと、
汁にとろみがあることが共通
点となっている。（諫早地区）

鼻はじき
食材を放射状に並べ、それ
を辛子酢みそをつけながら
食べる。昔から主に法事の
精進料理として供されてき
た。 （諫早地区）

押し寿司

由来は「大村寿司」と同じで、
大村純伊が反攻して領地に帰
還した際に、領民らがそれを
祝うために押し寿司を作り供
したのがはじまり。（県北全域）

長崎天ぷら

ポルトガル人が食べていた衣
に味が付いたフリッターが原型
とされている。一般の天つゆで
食べる天ぷらとは若干異なる
料理となっている。（長崎県）

鯨じゃが

縄文時代から捕鯨が行われて
おり、江戸時代には大村湾の
東側に位置する彼杵が古式捕
鯨の中心地として栄えて鯨料
理が生まれている。（長崎県）



参考：農林水産省HP（うちの郷土料理）

https://www.maff.go.jp/j/keikaku/syokubunka/k_ryouri/search_menu/area/nagasaki.html
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| 長崎県全域・郷土料理

パスティー
西洋風な料理ながらもパイ生
地の下の具材に中国伝来のも
のが入っていたり、味付けが和
風だったりすることから、長崎
独自の和華欄料理（長崎県）

茄で干し大根と
かんぼこの煮物

「茄で干し大根とかんぼこの煮
物」は西海市の郷土料理長崎
ならではの味わい（西海市）

レモンステーキ
日本人の口に合うさっぱり味。
肉が焼き上がる直前に和風
ソースにレモン果汁を加えるこ
とから「レモンステーキ」と名付
けられた。（佐世保市）

五島地方・郷土料理

地獄焚き（五島うどん）

かつて五島は遣唐使船の寄
港地であったことから、中国
でさまざまなことを学んだ遣
唐使がその原型を伝えたと
いわれている。 （五島列島）

かんころ餅

さつま芋を薄くスライスして
天日干ししたものを「かんこ
ろ」と呼ぶ。この「かんころ」
を餅米に混ぜてつきあげる
とできあがる。（五島地方）

ピーナッツ豆腐

五島列島北部の郷土食で、
島の特産品である落花生を
すり潰して、葛粉と混ぜて
固めたもので廿さとコクに
定評がある。 （小値賀町）

くりつぼ

「くりつぼ」の「くり」は具材に
栗を使うことからきており、
「つぼ」は料理を盛るおわんを
坪に見立てていることからき
ている。（） 1| 棚町）

つぼ汁

地域によって「いんげん汁」や
「つぼき」と呼ばれている。
ルーツは定かではないが、昔
から法事の精進料理として食
べられてきた。（雪浦地区）

アルマド

平戸地区に伝わる卵入りの
練り物。食紅でゆで卵に色
を付けるため、切った断面が
ピンク色に縁どられるのが特
徴である。 （平戸地区）

壱岐対馬地方・郷土料理

ひきとおし

盆・正月・祭りの日に客が訪
れると、自宅で飼っていた滋
味深い鶏をさばいて鍋料理を
つくり、奥の座敷に引き通して
もてなしていた。（壱岐市）

いりやき

冠婚葬祭で人々が集った際
に、家で飼っていた地鶏をさ
ばいて寄せ鍋を作ってもてな
す慣習があり、「いりやき」に
つながった。（対馬市）

対州そば

そばの原種はヒマラヤ周辺が
ルーツ、縄文時代に朝鮮半島
を経由して対馬に伝来した。
今もその原種の特徴を残すそ
ばが栽培されている。（対馬）
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